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内容梗概：本研究は、聞き慣れた曲が突然別のメロディーに聞こえた筆者

の事例をもとに、周囲の人にも同様に拍のずれた別のメロディーを体感

してもらうことを目標としたものである。ドラムのビートのアクセント・

ベースの伴奏・演奏方法・日本語のモーラを利用した歌詞等のアレンジ

と、被験者との試聴を繰り返して実験を進めてきた。その結果、元のメロ

ディーとは別のメロディーに聞こえる被験者が数名現れてきた。本研究

は途上段階にあり、拍ずれによって自分が認知しているメロディーとは

異なるメロディーが聞こえる錯聴の興味深さ・新たな可能性を提示する。  
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1 はじめに 

 筆者は、日本のスーパーマーケットでよく耳にす

る「呼び込み君のBGM」が、いつもとは違う別のメ

ロディーに聞こえるという体験をした。そこでさら

に調べてみると、そのときに聞こえた別のメロディ

ーというのは、原曲の楽譜的には本来聞こえるはず

であるメロディーであったのだ。筆者がいつも聞こ

えていたメロディー（以後「さや版」とする）と、本

来聞こえるはずのメロディー（以後「オリジナル」

とする）を長嶋が耳コピした楽譜［1］を元に採譜し

た（Fig. 1）。この 2つを比較すると、さや版は 8分

音符分だけ前に押し出す形でずれてメロディーを認

知しているということがわかった。 

Fig. 1 上→オリジナル、下→さや版



 ドラムのビートのアクセント、ベースの伴奏、演

奏方法、日本語のモーラを利用した歌詞等をアレン

ジするといった試行錯誤を繰り返し、オリジナルの

メロディーをさや版のメロディーに聞こえるように

誘導することが本研究の目標である。また、実験で

用いるオリジナルとさや版の 2 種類のメロディーは、

拍ずれこそしているが、メロディーそのもののリズ

ムや音量のアクセントは全く同じものであることを

前提にしている。 

2 実験方法 

2.1 第1段階：8ビート・ロック化 

 実験を進めるにあたって、はじめに Max8 でオリ

ジナルのメロディーを耳コピして打ち込んだ。そこ

から第一段階として、オリジナルに合うようにロッ

ク調の 8ビートのドラムとベースの伴奏を重ねた。

この 8ビートは、のちにさや版との聞き比べをする

ために作成した。次の段階からいよいよさや版認知

のための実験を始めることとなった。 

2.2 第 2段階：8分音符だけオリジナルのメロディ

ーを前倒しする 

第 1 段階で作成したドラムとベースを、8 分音符

だけ前倒しさせたオリジナルのメロディーと同時に

鳴らしたものが第 2段階である。すなわち第 2段階

とはさや版を認知させるための音源である。この段

階に進んだ当初は、一緒に実験を進めた長嶋も未だ

オリジナルが聞こえており、何度か試聴を重ねてさ

や版の聞こえ方を意識することで、段々とさや版の

メロディーを認知することができたのである。また、

筆者のゼミの仲間や同じ授業を受講している学生、

教授の数名を被験者とし試聴してもらって取った簡

単なアンケートによると、第 2 段階ではさや版に聞

こえる人は少なかった。 

2.3 第3段階：Anticipation化 

第 2段階のアレンジからさらに長嶋が提案した実

験が「Anticipation化」である。Anticipationとは一般

的に「期待」「予想」「先見」といった意味を持ってい

るが、音楽的な意味でいうリズミックなAnticipation

は、前ノリのリズムのドライブ感を作るためのシン

コペーションによるメロディーの変形のことである。

例として、日本の歌手・郷ひろみの「二億四千万の

瞳」［2］のサビでは「おくせんまん」というワードを

「おっくせんまん」と前に突っ込む形で歌われてい

る。しかし、この実験の前提にも述べたように、今

回の実験ではメロディーの音量のアクセントとリズ

ムは変えないことを条件にしているので、

Anticipation化するのはさや版に誘導するためにアレ

ンジしているビートや伴奏のみとしている。 

 第 3段階の成果は、さや版を認知させるための強

い前ノリを生み出せたことで大きく前進した。しか

し、相変わらずオリジナルが聞こえる学生もおり、

第 2段階よりさや版に聞こえるような気がする、と

いう人が少し増えたという微々たる結果にもなった。

思うようにさや版に誘導しきれなかったのは、長嶋

の文献［3］にもあるように、ビート感はAnticipation

であるとしても肝心のメロディーはそれほど前ノリ

してくれないという大きな問題点も同時に見つかっ

たのである。 

2.4 第4段階：ボカロで歌詞を歌わせる 

ここまでのビートや伴奏のアレンジに加え、新た

に筆者が勝手に付けた日本語の音感を利用した歌詞

で錯聴をさせようと試みたのが、第 4段階である。

文献［4-7］を参考にし、多くの人が聞き慣れている

オリジナルのメロディーを歌おうとするにはなんと

も歌いづらいと感じさせると同時に、さや版を認知

している状態であれば歌いやすいという歌詞を付け

ることに奮闘した。そのやり方は、オリジナルメロ

ディーの重要である表拍の音にあえて「弱化モーラ」

となる「撥音・促音・長音・二重母音」をあてはめる

という方法である。（Fig. 2）また、さや版は元々オリ

ジナルのメロディーが 8分音符だけ前にずれて認知

したものであるので、必然的に、オリジナルの重要

な表拍に設置した弱化モーラは、さや版の強調した

くない裏拍の部分にあたる。これはとても好都合で

あった。 

これに加え、Anticipation化した第3段階のビート

と伴奏に合うよう特化した歌詞も作成した。（Fig. 3）

第 3段階の最後にあがったメロディーだけは前ノリ

してくれないという問題を解消すべく、オリジナル

の冒頭の「8分音符+4分音符+8分音符」という根強

いシンコペーションの 4分音符の部分に弱化モーラ

を設置することで、オリジナルメロディーの認知を

うまく薄めてくれるのだ。重要である表拍に弱化モ

ーラを設置する行為とは異なるものであるが、被験

者からは「より自然にAnticipation化を感じることが

できる」とのコメントもあがった。 

実際に被験者に試聴してもらうときは、歌詞を視

覚的にも認知しやすいように画面に字幕のように文

字を表示していたのだが、全くの初見であるその歌

詞や弱化モーラを優先したことによる歌詞そのもの



の意味はつながりがなかったことへのシュールさに

逆に意識がいってしまうというコメントも若干あが

った。 

2.5 考察 

ここまでの 4段階をふまえて、実験を始める前で

はオリジナルそのものを聞いていてもさや版で認知

してしまう筆者に賛同する人は誰もいなかったとこ

ろから、数人はさや版を認知することができるとこ

ろまでは検討が進んだ。被験者の中には、「普段聞こ

えていたメロディーと全然違う裏のメロディー（さ

や版）が聞こえてきてとても驚いた」という声をあ

げた人もいた。（Table 1） 

 

Table 1 さや版を認知したかのアンケートの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 弱化モーラを利用した歌詞の1例 

Fig. 3  Anticipationに特化した弱化モーラを利用した歌詞の1例

 
さや版を認知した人 

（15人中） 

第2段階 5人 

第3段階 7人 

第4段階 8人 



3 おわりに 

本研究ではたまたま日本のスーパーマーケットで

よく聞く「呼び込み君のBGM」を対象にして進めた

が、あまりにも「オリジナル」のメロディーの印象

が強く、未知なる探求に苦戦することとなった。筆

者はこの曲以外にも自身の好きな JPOP の曲の間奏

部分で拍ずれの認知を起こしたことが 1度だけあっ

たが、やはり既に熟知していたメロディーの認知を

ずらすことは難しいと再認識すると同時に、拍ずれ

を起こしたときの衝撃はとても大きなものであり、

本文中にも述べたとおりその衝撃を 1人でも多くの

被験者に体感してもらうことができたことはこの実

験を進めた上での功績でもあった。発展途上である

本研究と 4段階の実験を専門家・音楽家の方々に直

に聞いていただくことでまた新たな音楽のメロディ

ー認知の可能性や問題点も明らかになると予想され

る。 
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